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議
会
日
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（2）

　
　

月

11
　
　
　

日　

第
２
回
臨
時
会

14
　
　
　

日　

全
員
協
議
会

17
　
　
　

日　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進

18
　
　
　
　
　

連
盟
第　

回
定
期
総
会　

47

　
　
　
　
　

（
東
京
都
）　

議
長
出
席

　
　
　

日　

南
京
極
小
学
校
閉
校
記
念

20
　
　
　
　
　

学
芸
会　

議
員
多
数
出
席

　
　
　

日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

21
　
　
　

日　

京
極
八
幡
神
社
新
嘗
祭

25
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
多
数
出
席

    
〃      　

衆
議
院
議
員
中
村
裕
之
君

　
　
　
　
　

を
励
ま
す
会
政
経
セ
ミ
ナ

　
　
　
　
　

ー
（
小
樽
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長
出
席

　
　
　

日　

東
川
町
議
会
総
務
文
教
常

29
　
　
　
　
　

任
委
員
会
行
政
視
察
来
町

　

条　
　

例　

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

主
な
改
正
点
に
つ
い
て
は
、
期
末
勤

勉
手
当
の
支
給
割
合
を
４
兔
２
月
分
か

ら
４
兔
３
月
分
に
引
き
上
げ
、
民
間
給

与
の
水
準
を
踏
ま
え
行
政
給
料
表
を
改

正
（
平
均
０
兔
２
％
の
引
き
上
げ
）
す

る
も
の
で
す
。

◆
京
極
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
一
般
職
の

支
給
割
合
と
同
様
に
年
間
４
兔
２
月
分

か
ら
４
兔
３
月
分
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◆
京
極
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

　

及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
一
般
職
の

支
給
割
合
と
同
様
に
年
間
４
兔
２
月
分

か
ら
４
兔
３
月
分
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◆
京
極
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

　

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
一
般
職
の

支
給
割
合
と
同
様
に
年
間
４
兔
２
月
分

か
ら
４
兔
３
月
分
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◆
京
極
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

本
改
正
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
一
部

改
正
す
る
も
の
で
す
。
主
な
改
正
は
、

個
人
住
民
税
及
び
法
人
住
民
税
に
お
い

て
、
国
税
に
準
じ
て
整
備
を
お
こ
な
い
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
京
極
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

本
改
正
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
一
部

改
正
す
る
も
の
で
す
。
主
な
改
正
は
、

特
例
利
子
等
ま
た
は
特
例
適
用
配
当
等

を
有
す
る
者
へ
の
所
得
に
つ
い
て
、
課

税
措
置
の
整
備
を
お
こ
な
い
、
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆
京
極
町
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
条

　

例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

本
改
正
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
部
改
正

す
る
も
の
で
す
。
主
な
改
正
は
、
農
業

委
員
会
の
定
数
と
、
選
出
に
つ
い
て
整

備
を
お
こ
な
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
予
算　

◆
平
成　

年
度
京
極
町
一
般
会
計
補
正

28

　

予
算
（
第
７
回
）

審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
は　

月　

日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
４
日
間
と
定
め

28

12

13

た
あ
と
、
諸
般
の
報
告
、
行
政
報
告
、
監
査
報
告
、
条
例
７
件
、
補
正
予
算
６

件
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
選
挙
、
意
見
書
６
件
、
を
審
議
し
、

　

日
閉
会
し
ま
し
た
。

15

平
成　

年 
第
４
回
定
例
会

28



きょうごく議会だより　　

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

予
算
の
総
額
か
ら
１
、
３
８
８
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
１
、
２
６
８

４４

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
主
な
内
容

　
　

＝
歳　

入
＝

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税

　
　
　
　

２
、
１
１
２
万
２
千
円
減
額

【
国
庫
補
助
金
】

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
費
補
助
金
（
国
保
分
）

　
　
　
　
　
　
　

３
４
万
２
千
円
追
加

【
雑
入
】

・
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
０
万
円
追
加

　
　

＝
歳　

出
＝

　

人
件
費
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
、
勤
勉
手
当

等
の
改
訂
及
び
職
員
の
退
職
や
異
動
に

係
る
増
減
で
す
。
ま
た
、
共
済
費
及
び

退
職
手
当
組
合
の
納
付
金
に
つ
い
て
も
、

共
済
年
金
が
厚
生
年
金
に
統
合
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
標
準
報
酬
制
に
よ
る
掛

金
率
の
変
更
に
よ
り
、
減
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

【
総
務
管
理
費
】

・
共
済
費　
　
　
　

３
５
０
万
円
減
額

・
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
万
円
減
額

・
委
託
料　
　
　

８
４
万
３
千
円
追
加

・
修
繕
料　
　

２
２
４
万
５
千
円
追
加

（
京
極
温
泉
施
設
の
修
繕
費
用
と
し
て
、

補
正
す
る
も
の
で
す
。）

・
松
川
線
改
良
工
事
に
伴
う
光
ケ
ー
ブ

ル
移
設
工
事
減
額
、
一
般
国
道
2
7
6

号
京
極
町
北
岡
防
雪
柵
設
置
工
事
に
伴

う
光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
工
事
減
額

　
　
　
　
　
　

２
２
４
万
５
千
円
減
額

（
光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
工
事
に
伴
う
、
電

柱
移
設
の
本
数
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り

こ
の
た
び
減
額
す
る
も
の
で
す
。）

【
社
会
福
祉
費
】

・
給
料　
　
　

１
５
７
万
４
千
円
追
加

・
職
員
手
当
等

　
　
　
　
　
　

１
１
７
万
５
千
円
追
加

・
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金　

　
　
　
　
　
　

７
９
２
万
６
千
円
追
加

（
退
職
手
当
組
合
納
付
金
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金
と
し
て
追
加

す
る
も
の
で
す
。）

【
児
童
福
祉
費
】

・
共
済
費　
　
　
　

１
４
５
万
円
減
額

【
保
健
衛
生
費
】

・
給
料　
　
　
　
　
　

７
８
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等　

５
２
万
１
千
円
追
加

・
共
済
費　
　
　
　
　

８
５
万
円
減
額

・
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
繰

出
金　
　
　
 　

１
、
２
５
０
万
円
減
額

【
清
掃
費
】

・
職
員
手
当
等　

９
９
万
８
千
円
減
額

【
農
業
費
】

・
給
料　
　
　
　
　

２
５
０
万
円
減
額

・
共
済
費　
　
　
　

２
１
０
万
円
減
額

【
林
業
費
】

・
工
事
請
負
費　
　
　
　

６
６
９
万
円

（
国
の
第
２
次
補
正
予
算
に
て
、
松
川

地
区
分
収
造
林
事
業
が
採
択
さ
れ
、
保

育
間
伐　
　

及
び
間
伐
材
を
搬
出
す
る

16
ha

た
め
の
、
集
材
路
開
設
事
業
費
追
加
に

（3）

             　
     　
　
　
　
　

議
長
出
席

    
〃      　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の

　
　
　
　
　

懇
談
会
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
多
数
出
席

　
　

月

12３　
　

日　

伊
達
忠
一
参
議
院
議
員
議

　
　
　
　
　

長
就
任
を
祝
う
会
（
札
幌

　
　
　
　
　

市
）　
　
　
　

議
長
出
席

４　
　

日　

故
駒
場
剛
太
郎
殿
共
和
町

　
　
　
　
　

町
葬
（
共
和
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長
出
席

５　
　

日　

委
員
会
自
主
協
議
会

８　
　

日　

消
防
長
査
閲
並
び
に
救
急

　
　
　
　
　

救
命
士
認
定
式
（
京
極
支

　
　
　
　
　

署
）　
　

議
員
多
数
出
席

    
〃      　

総
務
並
び
に
産
業
建
設
合

　
　
　
　
　

同
常
任
委
員
会

９　
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

　

〜　

日　

第
４
回
定
例
議
会

13

15

　
　
　

日　

水
の
調
査
特
別
委
員
会

21
　
　
　

日　

第　

回
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス

25

48

　
　
　
　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技

　
　
　
　
　

大
会　
　
　
　

議
長
出
席

１　

月

６　
　

日　

新
年
交
礼
会
（
公
民
館
）

                    　
　
　

議
員
多
数
出
席
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伴
い
補
正
す
る
も
の
で
す
。）

【
土
木
管
理
費
】

・
共
済
費　
　
　
　

１
５
０
万
円
減
額

【
教
育
総
務
費
】

・
職
員
手
当
等　

５
７
万
６
千
円
追
加

・
共
済
費　
　
　
　

１
５
０
万
円
減
額

・
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
万
円
追
加

【
社
会
教
育
費
】

・
給
料　
　
　
　
　

１
０
０
万
円
減
額

・
職
員
手
当
等　
　
　

７
１
万
円
減
額

・
共
済
費　
　
　
　

１
５
０
万
円
減
額

◆
平
成　

年
度
京
極
町
後
期
高
齢
者
医

28

　

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

予
算
の
総
額
か
ら
６
万
４
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
、
９
７
５
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

健
康
診
査
受
診
者
の
増
加
に
伴
い
、

委
託
料
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成　

年
度
京
極
町
国
民
健
康
保
険

28

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

予
算
の
総
額
か
ら
３
２
万
４
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
、
４
５
９
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
シ
ス

テ
ム
の
改
修
に
伴
い
、
委
託
料
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成　

年
度
京
極
町
国
民
健
康
保
険

28

　

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　

回
）  

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

予
算
の
総
額
か
ら
１
、
６
３
５
万
３

千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
０
９

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
主
な
内
容

　
　

＝
歳　

入
＝

【
診
療
収
入
】

・
外
来
収
入　

３
８
５
万
３
千
円
減
額

【
一
般
会
計
繰
入
金
】

・
不
採
算
地
区
運
営
費

　
　
　
　
 　
　

１
、
２
５
０
万
円
減
額

　
　

＝
歳　

出
＝

【
医
業
費
】

・
給
料　
　
　
　
　

５
５
０
万
円
減
額

・
職
員
手
当
等

　
　
　
　
　
　

１
７
４
万
１
千
円
減
額

・
共
済
費　
　
　
　

７
５
０
万
円
減
額

・
賃
金　
　
　

１
３
６
万
２
千
円
追
加

（
臨
時
理
学
療
法
士
賃
金
並
び
に
当
直

医
師
業
務
賃
金
に
つ
い
て
、
補
正
す
る

も
の
で
す
。）

・
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円
減
額

・
委
託
料　
　

１
５
３
万
１
千
円
減
額

（
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ウ
ド
化

改
修
業
務
委
託
料
追
加
し
、
リ
ハ
ビ
リ

業
務
委
託
料
の
減
額
に
つ
い
て
お
こ
な

う
も
の
で
す
。）

◆
平
成　

年
度
京
極
町
水
道
特
別
会
計

28

　

補
正
予
算
（
第
３
回
）

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

予
算
の
総
額
か
ら
１
９
万
９
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
、
１
６
０
万

６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

人
件
費
に
関
す
る
も
の
で
、
人
事
院

勧
告
に
よ
る
給
与
手
当
等
の
改
正
に
よ

る
減
額
で
す
。

◆
平
成　

年
度
京
極
町
下
水
道
特
別
会

28

　

計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

  
予
算
の
総
額
か
ら
５
万
７
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
、
３
０
９
万
８

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

人
件
費
に
関
す
る
も
の
で
、
人
事
院

勧
告
に
よ
る
給
与
手
当
等
の
改
正
に
よ

る
減
額
で
す
。

７　
　

日　

京
極
支
署
消
防
団
出
初
式

          　

（
総
合
体
育
館
・
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
多
数
出
席

８　
　

日　

平
成　

年
成
人
式

29

　
　
　
　
　
　

（
公
民
館
・
湧
学
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
多
数
出
席

　

〜　

日　

羊
蹄
山
麓
町
村
議
会
正
副

12

13

　
　
　
　
　

議
長
会
定
期
総
会
（
札
幌

　
　
　
　
　

市
）　
　

正
副
議
長
出
席

　
      
日　

議
会
行
政
視
察
研
修

16
　
　
　
　
　
　

（
泊
村
・
倶
知
安
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
多
数
出
席

　
      
日  
共
楽
ク
ラ
ブ
新
年
会

19
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長
出
席

　
      
日　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

20
　
　
　
　
　

会

　
　
　

日  
京
極
町
商
工
会
新
年
会

31
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長
出
席

２　

月

７　
　

日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

８　
　

日　

議
会
報
告
会
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そ
の
他
議
案　

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員

　

選
挙   

…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

（
平
成　

年
１
月　

日
、
任
期
満
了
と

29

29

な
る
た
め
選
挙
を
行
っ
た
も
の
で
す
。）

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

菊
地　

重
美 
氏
・
阿
部　

鋭
右 
氏

　

有
末
由
美
子 
氏
・
村
上　

正
一 
氏

・
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

今
野　

光
治 
氏
・
清
本　

純
恵 
氏

　

森　
　

和
也 
氏
・
大
木　

二
朗 
氏

　

意 
見 
書　

◆
国
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
無
料

　

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

　
  

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

提
出
者　
　

議
員　

船　

場　

英　

雄

賛
成
者　
　
  
〃 　

村　

上　
　
　

敦

   
〃　
　
　
  
〃 　

菊　

地　

篤　

志

   
〃　
　
　
  
〃 　

鈴　

木　

敏　

行

　

わ
が
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
兔

４
６
（
２
０
１
５
年
）
で
、
人
口
を
維

持
す
る
の
に
必
要
な
合
計
特
殊
出
生
率

２
兔
０
８
へ
の
回
復
は
、
依
然
と
し
て

困
難
で
あ
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
４
月
１
日
現
在

の
子
ど
も
の
数
（　

歳
未
満
の
推
計
人

15

口
）
は　

年
連
続
の
減
少
で
、
総
人
口

35

に
占
め
る
子
ど
も
の
割
合
は　

年
連
続

42

の
低
下
と
な
る
１
２
兔
６
％
で
世
界
最

低
水
準
値
で
あ
る
。

　

少
子
化
の
進
行
は
、
人
口
構
造
の
高

齢
化
や
将
来
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
も
つ
な
が
り
、
子
ど
も
の
健
全
な
成

長
へ
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、
社
会
経
済

や
社
会
保
障
の
あ
り
方
に
も
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
措
置
が
少

子
化
対
策
の
重
要
施
策
と
な
っ
て
お
り
、

本
道
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
都
道

府
県
及
び
市
区
町
村
に
お
い
て
、
乳
幼

児
・
児
童
医
療
費
助
成
制
度
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
町
村
の
制
度
内

容
の
格
差
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

京
極
町
は
子
育
て
支
援
の
た
め
、
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
乳
幼

児
等
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
大
し
、
乳

幼
児
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
、
医
療
費
の

助
成
を
行
い
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
を
行
っ
て
い
る
。

　

児
童
期
ま
で
の
年
代
は
、
病
気
に
罹

り
や
す
く
、
ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

小
児
喘
息
な
ど
長
期
の
療
養
を
要
す
る

病
気
も
増
加
し
て
お
り
、
病
気
の
早
期

発
見
と
早
期
治
療
、
治
療
の
継
続
を
確

保
す
る
上
で
、
医
療
費
助
成
制
度
は
極

め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
「
８

０
２
０
」
運
動
の
達
成
の
た
め
に
は
、

永
久
歯
が
完
成
す
る
中
学
校
時
期
ま
で

の
口
腔
管
理
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も

同
制
度
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
方
公
共
団
体
の
施
策

を
一
層
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
産
み
、
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
に
は
、
地
方
制
度
の

安
定
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
国
に
よ
る
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
は
、
中
学
卒
業
ま
で

を
め
ざ
し
、
当
面
、
就
学
前
ま
で
「
国

に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
」
を

早
期
に
創
設
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
地
方
自
治
法
第　

条
の
規
定
に

99

よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成　

年　

月　

日

28

12

13

　
　

北
海
道
虻
田
郡
京
極
町
議
会
議
長

【
提
出
先
】

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
総
務
大
臣

◆
国
民
健
康
保
険
療
養
費
国
庫
負

　

担
金
の
調
整
（
減
額
）
廃
止
を
求

　

め
る
意
見
書　
  

…
…
原
案
可
決

提
出
者　
　

議
員　

船　

場　

英　

雄

賛
成
者　
　
  
〃 　

村　

上　
　
　

敦

   
〃　
　
　
  
〃 　

菊　

地　

篤　

志

   
〃　
　
　
  
〃 　

鈴　

木　

敏　

行

  
今
日
の
少
子
化
の
深
刻
な
進
行
と
不

況
下
に
お
い
て
、
子
育
て
中
の
若
年
世

帯
へ
の
直
接
的
な
経
済
援
助
、
育
児
へ

の
心
理
的
支
援
と
し
て
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
が
す
べ
て
の
都
道
府
県
、

す
べ
て
の
市
区
町
村
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
を
現
物
給
付
方
式
と
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

医
療
費
助
成
の
償
還
払
い
方
式
に
お

い
て
は
、
患
者
は
窓
口
で
い
っ
た
ん
一

部
負
担
金
を
支
払
い
、
償
還
さ
れ
る
の

は
２
か
月
後
で
あ
り
、
受
診
抑
制
を
招

い
て
い
る
。
一
方
、
現
物
給
付
方
式
に

お
い
て
は
、
窓
口
で
の
支
払
が
不
要
で

あ
り
、
受
診
抑
制
を
来
す
こ
と
な
く
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、

受
診
抑
制
を
来
さ
な
い
現
物
給
付
方
式

創
設
が
求
め
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
償
還
払
い
方
式
か
ら
現

物
給
付
方
式
へ
の
変
更
を
妨
げ
て
い
る

要
因
に
、
国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
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庫
負
担
金
の
調
整
の
規
定
が
あ
る
。
こ

の
規
定
に
よ
り
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
等
の
各
種
の
医
療
費
助
成
制
度
に

現
物
給
付
方
式
を
採
用
す
る
地
方
公
共

団
体
は
、
国
保
国
庫
負
担
金
の
減
額
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
財
政
運
営
上
、
支
障

を
来
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
政
府
が
推

進
す
る
少
子
化
対
策
に
矛
盾
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
は
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
に
係
る
国
保
国
庫
負
担
金
の

調
整
（
減
額
）
を
廃
止
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

　

以
上
地
方
自
治
法
第　

条
の
規
定
に

99

よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成　

年　

月　

日

28

12

13

　
　

北
海
道
虻
田
郡
京
極
町
議
会
議
長

【
提
出
先
】

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
総
務
大
臣

◆
「
高
額
療
養
費
」「
後
期
高
齢
者

　

の
窓
口
負
担
」
の
見
直
し
に
あ
た

　

り
、
現
行
制
度
の
継
続
を
求
め
る

　

意
見
書  

…
…
…
…
…
原
案
可
決

提
出
者　
　

議
員　

村　

上　
　
　

敦

賛
成
者　
　
  
〃 　

船　

場　

英　

雄

   
〃　
　
　
  
〃 　

菊　

地　

篤　

志

   
〃　
　
　
  
〃 　

鈴　

木　

敏　

行

　

経
済
的
な
理
由
で
必
要
な
受
診
が
で

き
な
い
方
が
増
え
て
い
る
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
が
全
国
の

保
険
医
会
・
協
会
を
通
じ
て
会
員
医
療

機
関
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、　

41

％
の
会
員
医
療
機
関
が
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
る
患
者
さ
ん
の
治
療
中
断
を
経

験
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、　

％
が
医
療

43

費
負
担
を
理
由
に
治
療
や
検
査
を
断
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い
る
（「
２

０
１
５
年
受
診
実
態
調
査
」）。

　

現
在
、
厚
労
省
の
社
会
保
障
制
度
審

議
会
医
療
保
険
部
会
で
は
、「
高
額
療
養

費
」「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
」
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

審
議
で
は
、
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、

　

歳
以
上
の
自
己
負
担
の
月
額
上
限
の

70引
き
上
げ
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
原
則
１
割
か
ら
２
割
に
引
き

上
げ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
患
者
負
担
増

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

高
額
療
養
費
の
「
外
来
特
例
」
に
よ
っ

て
、
複
数
の
慢
性
疾
患
を
抱
え
な
が
ら

も
、
何
と
か
通
院
し
な
が
ら
生
活
を
続

け
て
い
る
患
者
さ
ん
が
い
る
。
ま
た
、

先
の
「
２
０
１
５
年
受
診
実
態
調
査
」

の
全
国
集
計
で
は
、
回
答
し
た
医
療
機

関
の　

％
が
、
後
期
高
齢
者
の
患
者
窓

73

口
負
担
の
原
則
２
割
引
き
上
げ
は
、「
受

診
抑
制
つ
な
が
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
負
担
増
は
、
年
金
収
入
も

減
っ
て
い
る
な
か
で
、
治
療
が
長
期
に

わ
た
る
高
齢
者
の
生
活
を
圧
迫
し
、
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
が
深

刻
化
す
る
。

　

上
記
の
よ
う
な
高
齢
者
の
実
情
に
配

慮
し
、
さ
ら
な
る
患
者
負
担
増
で
受
診

抑
制
が
お
き
な
い
よ
う
に
、
現
行
の
高

額
療
養
費
制
度
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
の
継
続
を
求
め
る
。

　

以
上
地
方
自
治
法
第　

条
の
規
定
に

99

よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成　

年　

月　

日

28

12

13

　
　

北
海
道
虻
田
郡
京
極
町
議
会
議
長

【
提
出
先
】

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
総
務
大
臣

◆
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

　

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

　
  

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

提
出
者　
　

議
員　

村　

上　
　
　

敦

賛
成
者　
　
  
〃 　

船　

場　

英　

雄

   
〃　
　
　
  
〃 　

菊　

地　

篤　

志

   
〃　
　
　
  
〃 　

鈴　

木　

敏　

行

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
地

方
公
共
団
体
の
自
由
度
が
拡
大
し
、
自

主
性
及
び
自
立
性
の
高
ま
り
が
求
め
ら

れ
る
中
、
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
地

方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
が

格
段
に
重
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
議
員
の
活
動
も
幅

広
い
分
野
に
及
ぶ
と
と
も
に
、
よ
り
積

極
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
実
施
さ
れ
た

統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
町
村
で
は

議
員
へ
の
立
候
補
者
が
減
少
し
、
無
投

票
当
選
が
増
加
す
る
な
ど
、
住
民
の
関

心
の
低
下
や
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手

不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
議
会
議
員
の
年

金
制
度
を
時
代
に
相
応
し
い
も
の
に
す

る
こ
と
が
、
議
員
を
志
す
新
た
な
人
材

確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加

や
地
方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に

実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
地
方
自
治
法
第　

条
の
規
定
に

99

よ
り
提
出
す
る
。

　

平
成　

年　

月　

日

28

12

13

　
　

北
海
道
虻
田
郡
京
極
町
議
会
議
長

【
提
出
先
】

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総



きょうごく議会だより　　（7）

理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

◆
大
雨
災
害
に
関
す
る
意
見
書

　
  

…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

提
出
者　
　

議
員　

小　

柳　

光　

義

賛
成
者　
　
  
〃 　

中　

村　

厚　

子

   
〃　
　
　
  
〃 　

四　

宮　

幸　

一

   
〃　
　
　
  
〃 　

渡　

邊　
　
　

昭

   
〃　
　
　
  
〃 　

後　

藤　

尚　

浩

　

北
海
道
で
は
本
年
８
月
、台
風
７
、９
、

　

号
が
相
次
い
で
上
陸
し
、
さ
ら
に
台

11風　

号
の
影
響
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
伴

10
う
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
や

農
地
へ
の
浸
水
被
害
及
び
道
路
・
鉄
道

の
決
壊
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
定
置
網
・
養
殖
施

設
被
害
な
ど
水
産
被
害
も
大
き
な
も
の

が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
全
道
各
地
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
住
民
の
く
ら
し
や
経
済

活
動
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民
が
一
日

も
早
く
、
安
心
し
て
も
と
の
生
活
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
早
急
な
災

害
対
策
と
今
後
の
防
災
対
策
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
こ
の
度
の
災
害
か
ら
の

迅
速
な
復
旧
と
今
後
の
防
災
対
策
に
向

け
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配

慮
を
強
く
要
望
す
る
。

記　
　
　

１　

自
治
体
の
応
急
対
応
や
復
旧
復
興

　

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
特
別
交
付

　

税
に
よ
る
財
政
支
援
や
災
害
復
旧
事

　

業
債
の
資
金
確
保
な
ど
十
分
な
地
方

　

財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２　

被
災
し
た
道
路
・
河
川
・
鉄
道
等

　

の
公
共
土
木
施
設
、
水
道
施
設
、
農

　

地
・
治
山
・
林
道
・
漁
港
等
の
農
林

　

水
産
業
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
医

　

療
機
関
、
学
校
等
文
教
施
設
及
び
文

　

化
財
等
の
災
害
復
旧
に
対
し
て
支
援

　

を
行
う
こ
と
。

３　

復
旧
だ
け
で
は
な
い
水
害
に
強
い

　

河
川
の
改
修
へ
の
財
政
措
置
を
講
ず

　

る
こ
と
。
一
級
河
川
の
み
な
ら
ず
、

　

北
海
道
管
理
河
川
に
お
い
て
も
浸
水

　

被
害
解
消
の
た
め
、
抜
本
的
な
河
川

　

改
修
が
可
能
と
な
る
よ
う
特
段
の
財

　

政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

４　

住
宅
被
害
を
受
け
た
被
災
者
が
、

　

も
と
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
の
必

　

要
な
各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
十

　

分
な
財
政
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

　

迅
速
か
つ
柔
軟
な
運
用
を
行
う
こ
と
。

５　

農
林
水
産
業
へ
の
被
害
に
つ
い
て
、

　

農
林
漁
家
の
経
営
意
欲
を
後
退
さ
せ

　

な
い
よ
う
災
害
に
強
い
農
山
漁
村
づ

　

く
り
へ
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

６　

大
量
の
流
木
等
が
農
地
の
復
旧
や

　

漁
業
の
操
業
等
の
支
障
と
な
ら
な
い

　

よ
う
流
木
等
の
災
害
廃
棄
物
の
迅
速

　

な
回
収
や
処
理
に
必
要
な
経
費
に
対

　

し
、
特
段
の
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ

　

と
。

７　

被
災
中
小
企
業
に
対
し
資
金
繰
り

　

支
援
を
行
う
こ
と
。

８　

異
常
気
象
等
を
起
因
と
す
る
災
害

　

発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り
強
靭
な

　

道
路
・
河
川
を
初
め
と
す
る
公
共
施

　

設
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
老
朽

　

化
施
設
の
補
修
・
更
新
や
施
設
の
日

　

ご
ろ
の
維
持
管
理
に
対
し
て
特
段
の

　

財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　

以
上
地
方
自
治
法
第　

条
の
規
定
に

99

よ
り
提
出
す
る
。

　

平
成　

年　

月　

日

28

12

13

　
　

北
海
道
虻
田
郡
京
極
町
議
会
議
長

【
提
出
先
】

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
文

部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林

水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交

通
大
臣
、
環
境
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）

◆
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援
を

　

求
め
る
意
見
書　
  

…
原
案
可
決

提
出
者　
　

議
員　

小　

柳　

光　

義

賛
成
者　
　
  
〃 　

中　

村　

厚　

子

   
〃　
　
　
  
〃 　

四　

宮　

幸　

一

   
〃　
　
　
  
〃 　

渡　

邊　
　
　

昭

   
〃　
　
　
  
〃 　

後　

藤　

尚　

浩

　
 　

月　

日
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
現
在

11

18

の
営
業
路
線
の
お
よ
そ
半
分
と
な
る　
10

路
線　

線
区
を
単
独
で
は
維
持
が
困
難

13

で
あ
る
と
発
表
し
た
。

　

こ
の
路
線
の
い
ず
れ
か
が
廃
止
と
な

れ
ば
、
そ
の
地
域
の
過
疎
化
が
促
進
さ

れ
、
地
域
の
経
済
や
住
民
の
く
ら
し
を

破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
。
公
共
交
通
機

関
と
し
て
の
役
割
を
放
棄
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
発
足
当
初
か
ら
、
国

の
経
営
安
定
化
基
金
に
よ
り
経
営
を
維

持
し
て
お
り
、
積
雪
寒
冷
地
と
い
う
気

象
条
件
も
か
さ
な
り
、
設
備
の
維
持
管

理
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
地
域
住

民
の
日
常
生
活
に
重
要
な
移
動
手
段
で

あ
る
鉄
道
を
北
海
道
に
お
い
て
公
共
交

通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
が
自
立

で
き
る
よ
う
財
政
支
援
等
を
図
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
地
方
自
治
法
第　

条
の
規
定
に

99



　　きょうごく議会だより

よ
り
提
出
す
る
。

　

平
成　

年　

月　

日

28

12

13

　
　

北
海
道
虻
田
郡
京
極
町
議
会
議
長

【
提
出
先
】

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

　

承　
　

認　

◆
専
決
処
分
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
京
極
町
一
般
会
計
補
正

28

　

予
算
（
第
４
回
）

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
承
認
す
る

　

予
算
の
総
額
に
、
４
７
４
万
８
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
４
４

億
９
４
８
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
主
な
内
容

　
　

＝
歳　

入
＝

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税　

　
　
　
　
　
　

４
７
４
万
８
千
円
追
加

　
　

＝
歳　

出
＝

【
総
務
管
理
費
】

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
０
万
円

・
普
通
旅
費
等　
　
　

８
３
万
９
千
円

・
消
耗
品
費　
　
　
　

１
０
万
円
追
加

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
経
費
等
負

担
金　
　
　
　
　
　

１
４
０
万
４
千
円

（
平
成　

年
９
月　

日
付
け
で
２
名
の

28

27

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
採
用
し
、
係

る
経
費
と
し
て
補
正
す
る
も
の
で
す
。）

◆
専
決
処
分
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
京
極
町
一
般
会
計
補
正

28

　

予
算
（
第
５
回
）

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
承
認
す
る

　

予
算
の
総
額
に
、
１
５
９
万
９
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
４
４

億
１
、
１
０
８
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

●
主
な
内
容

　
　

＝
歳　

入
＝

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税　

　
　
　
　
　
　

１
５
９
万
９
千
円
追
加

　
　

＝
歳　

出
＝

【
総
務
管
理
費
】

・
消
耗
品
費    
１
５
９
万
９
千
円
追
加

（
開
基
1
2
0
年
記
念
事
業
に
係
る
記

念
品
と
し
て
、
親
子
都
市
協
定
記
念
う

ち
わ
作
成
に
係
る
経
費
を
補
正
す
る
も

の
で
す
。）

　

条　
　

例　

◆
京
極
町
長
等
の
給
与
の
支
給
の
特
例

　

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

（８）

審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果

　

平
成　

年
第
２
回
臨
時
会
は　

月　

日
に
招
集
さ
れ
、
承
認
２
件
、
条
例
改

28

11

14

正
１
件
、
補
正
予
算
２
件
を
審
議
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成　

年 
第
２
回
臨
時
会

28 　議長宛の案内などの文書は、

必ず議会事務

局にお届け願

います。

京極町議会から

お願い!!
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町
長
の
給
料
月
額
を
平
成　

年　

月

28

12

に
限
り　

％
減
額
す
る
も
の
で
す
。
ひ

10

ま
わ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
き
ょ
う
ご
く
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
業
務
に
係
る
過

誤
請
求
に
関
し
、
町
民
皆
様
に
不
信
感

を
与
え
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
管
理
監

督
責
任
と
し
て
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
予
算　

◆
平
成　

年
度
京
極
町
一
般
会
計
補
正

28

　

予
算
（
第
６
回
）

　
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

予
算
の
総
額
に
、
１
、
５
４
７
万
３

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　

４
４
億
２
、
６
５
６
万
１
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

●
主
な
内
容

　
　

＝
歳　

入
＝

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税　
　

４
２
６
万
円
追
加

【
道
補
助
金
】

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

（
福
祉
事
業
分
） 　

５
７
５
万
円
追
加

・
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
６
万
３
千
円

　
　

＝
歳　

出
＝

【
社
会
福
祉
費
】

・
地
域
福
祉
拠
点
整
備
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
７
５
万
円

（
共
存
型
の
地
域
福
祉
拠
点
と
し
て
、

町
内
空
き
家
を
改
修
し
、
居
場
所
サ
ロ

ン
と
し
て
拠
点
整
備
す
る
も
の
で
す
。

実
施
主
体
は
京
極
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
、
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
の
福
祉

事
業
分
と
し
て
、
施
設
整
備
、
備
品
整

備
そ
れ
ぞ
れ
補
助
率　

％
が
関
接
補
助

50

と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。）

【
農
業
費
】

・
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
６
万
３
千
円

（
農
業
用
機
械
の
導
入
に
係
る
補
助
金

と
し
て
、
機
械
利
用
組
合
で
機
械
を
導

入
す
る
も
の
で
す
。
補
助
率　

％
が
間

50

接
補
助
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。）

【
道
路
橋
り
ょ
う
費
】

・
修
繕
料　
　

５
５
６
万
６
千
円
追
加

（
平
成　

年
に
取
得
し
た
建
設
機
械
の

10

特
定
自
主
検
査
に
よ
り
一
部
修
理
が
必

要
に
な
り
補
正
す
る
も
の
で
す
。）

【
住
宅
費
】

・
開
発
許
可
申
請
図
書
作
成
業
務
委
託

料
　
　
　
　
　
　

１
３
０
万
６
千
円
減
額

（
宅
地
造
成
開
発
許
可
申
請
に
関
わ
る

申
請
図
書
作
成
業
務
に
つ
い
て
内
部
で

の
作
成
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
諸
経
費

等
の
経
費
を
除
く
分
を
こ
の
た
び
減
額

す
る
も
の
で
す
。）

◆
平
成　

年
度
京
極
町
国
民
健
康
保
険

28

　

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

　

回
）　
  

…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

予
算
の
総
額
に
、
５
６
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
億
２
、
１
４
４
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

●
主
な
内
容

　
　

＝
歳　

入
＝

【
診
療
収
入
】

・
入
院
収
入　
　
　
　

５
６
万
円
追
加

　
　

＝
歳　

出
＝

【
医
業
費
】

・
診
療
費
患
者
一
部
負
担
金
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
６
万
円

（
診
療
費
患
者
一
部
負
担
金
の
返
還
金

と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係

る
診
療
費
の
患
者
一
部
負
担
金
返
還
分

と
上
部
機
関
に
よ
る
特
別
指
導
で
返
還

の
指
摘
を
受
け
た
診
療
費
の
患
者
一
部

負
担
金
と
し
て
併
せ
て
返
還
す
る
も
の

で
す
。）



　　きょうごく議会だより （10）

　

議
会
と
皆
様
の
か
け
橋
と
し
て

の
役
割
を
認
識
し
、
議
会
情
報
の

公
開
度
を
一
層
高
め
、
よ
り
良
い

議
会
だ
よ
り
の
発
行
を
目
指
し
て

編
集
委
員
一
同
で
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
も
皆
様
の
声
を
真
摯
に
受

け
止
め
、「
広
報
議
会
だ
よ
り
、

読
ん
で
る
よ
。
が
ん
ば
っ
て
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
開
か
れ
た
議
会
の
様
子
を
皆

様
に
お
伝
え
す
べ
く
、
ま
い
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
村
上
）

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委

員

長　

四　

宮　

幸　

一

　

副
委
員
長　

鈴　

木　

敏　

行

　

委　
　

員　

村　

上　
　
　

敦

　
　

〃　

　

後　

藤　

尚　

浩

●日程が決まりましたら町ホームページ、新

聞等でお知らせします。

●議会を傍聴する方は、議会事務局で住所、

氏名を傍聴受付簿に記入するだけです。

皆さんの傍聴

　お待ちしています。

〜次回の定例会は３月です〜

議会を傍聴してみませんか!


